
















































intercommunal à vocation unique）」8）と呼ばれる自治体間協力の制度枠組み
が登場していたのである。しかしフランスでは、1960年代になると、課
税自主権を与えられた「独自税源を有するコミューン間協力型広域行政組
















































































































































































出典： Les collectivités locales en chiffres et Bulletin d’Information Statistique (Nº 115 ‒ mars 

















































































































































　まず第21条は、『地方公共団体一般法典（Code général des collectivités 





































































































































































































































































































































































 １） 総務省公 式サイト「市町村数の変遷と明治・昭和の大合併の特徴」
  http://www.soumu.go.jp/gapei/gapei2.html（2018年10月１日アクセス） 









 ６） Thomas FRINAULT, Le pouvoir territorialisé en France, Presses Universitaires 
















  なお、本稿では EPCIに「コミューン間協力型広域行政組織」の訳語をあ
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する2015年８月７日の法律（Loi nº 2015‒991 du 7 août 2015 portant nouvelle 





  この概念については、次のサイトの用語解説を参照した。La DILA (Direction 
de l’information légale et administrative), « Qu’est-ce que la clause générale de 
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の総計となる。 
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したが、設立前のアヌシー市は人口６万人弱の小都市であった。従って、こ
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